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吉
井
の
こ
と
と
い
う
と
、
現
在
は

浦
賀
で
は
な
い
の
で
本
紙
「
浦
賀
文

化
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
元
は
西
浦
賀
村
の
一

部
で
あ
っ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か

け
て
執
筆
さ
れ
た
地
誌
で
あ
る
「
浦

賀
志
録
」
に
よ
る
と
康
平
六
年
（
一

〇
六
三
年
）
に
三
浦
一
族
の
祖
、
三

浦
為
通
が
吉
井
に
怒
田
城
を
、
衣
笠

に
衣
笠
城
を
築
い
た
こ
と
か
ら
一
帯

の
繁
栄
が
始
ま
っ
た
と
し
て
怒
田
城

が
築
か
れ
た
吉
井
に
つ
い
て
「
浦
賀

全
地
ノ
管
領
元
」
で
浦
賀
の
事
跡
を

調
べ
る
に
は
吉
井
で
調
査
の
方
針
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

怒
田
城
に
つ
い
て
は
本
紙
の
第
四
十

三
号
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
吉
井
と
い
う
地

域
に
つ
い
て
ご
く
簡
単
に
だ
が
取
り

上
げ
て
み
た
い
。 

             

○
地
名
の
由
来 

「
吉
井
」
と
い
う
の
は
、
三
浦
七

井
（
し
ち
せ
い
）
の
一
つ
で
、
吉
井
・

筑
井
（
津
久
井
）・
飛
井
・
長
井
・
大

井
戸
・
亀
井
・
石
井
の
七
つ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
。「
浦
賀
志
録
」に
は
、

「
古
井
の
「
古
」
の
字
を
「
吉
」
に

代
え
て
「
吉
井
」
と
い
っ
た
と
相
模

風
土
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
、

こ
の
井
戸
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
地

名
の
由
来
で
あ
る
と
い
う
。 

た
だ
『
横
須
賀
雑
考
』を
み
る
と
、

「
吉
」
の
字
は
「
葦
」
の
宛
字
と
も

見
ら
れ
、「
井
」の
字
に
つ
い
て
も
「
邑

落
あ
る
い
は
村
」
の
意
味
に
と
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る

な
ら
「
内
川
の
入
江
が
こ
の
部
落
奥

ま
で
入
り
込
ん
で
水
を
た
た
え
、
そ

の
岸
辺
に
葦
が
茂
っ
て
い
る
と
い
う

よ
う
な
状
景
か
ら
の
地
名
だ
と
も
い

え
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。」

と
あ
っ
て
ま
た
別
の
説
を
展
開
し
て

い
る
。「
吉
井
」
の
地
名
に
つ
い
て
諸

説
あ
る
こ
と
を
示
し
て
は
い
る
。 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

○
ペ
リ
ー
来
航
前
ま
で
の
吉
井 

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
年
）七
月
、

吉
井
に
住
ん
で
い
る
七
郎
兵
衛
と
い

う
者
が
芝
生

し

ぼ

う

の
畠
田
と
い
う
と
こ
ろ

で
金
を
拾
っ
た
。
こ
の
金
は
半
年
経

っ
て
も
落
と
し
主
が
見
つ
か
ら
ず
、

結
局
一
部
を
除
い
て
金
二
両
一
分
三

朱
と
い
う
額
が
七
郎
兵
衛
の
も
の
に

な
っ
た
と
い
う
。
七
郎
兵
衛
に
と
っ

て
は
思
わ
ぬ
臨
時
収
入
と
な
っ
た
の

で
さ
ぞ
嬉
し
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
七
郎
兵
衛
の
所
在
に
つ

い
て
「
西
浦
賀
吉
井
」
と
あ
る
。
吉

井
は
今
で
こ
そ
「
神
奈
川
県
横
須
賀

市
吉
井
」
で
浦
賀
で
は
な
い
が
、
そ

の
当
時
は
「
西
浦
賀
吉
井
」
と
あ
り

西
浦
賀
村
の
一
部
で
あ
っ
た
。
明
治
、

大
正
、
昭
和
へ
と
時
代
が
移
り
変
わ

る
に
つ
れ
市
町
村
名
な
ど
変
遷
が
あ

る
の
は
も
ち
ろ
ん
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
し
か
し
吉
井
が
少
し
違
う
の

は
、
西
浦
賀
村
か
ら
独
立
し
た
り
、

戻
っ
た
り
と
い
う
変
遷
が
江
戸
の
頃

か
ら
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
れ
は
分
郷
と
い
っ
て
、
一
つ
の

村
を
分
け
て
別
々
の
支
配
下
に
置
く

こ
と
指
す
。
吉
井
の
分
郷
は
、
文
化

八
年
（
一
八
一
一
年
）
に
会
津
藩
が

三
浦
半
島
に
着
任
し
た
こ
と
に
起
因

す
る
。 

異
国
船
か
ら
江
戸
を
守
る
た
め
の

沿
岸
警
備
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
会

津
藩
に
は
、
会
津
藩
本
領
の
一
部
と

引
き
換
え
に
（
浦
賀
奉
行
所
管
轄
の

村
と
一
部
の
寺
領
を
除
く
）
三
浦
半

島
の
大
部
分
が
領
地
と
し
て
与
え
ら

れ
た
。
こ
の
時
、
西
浦
賀
村
・
東
浦

賀
村
・
三
崎
町
の
一
部
で
分
郷
が
で

き
て
い
る
。
西
浦
賀
村
に
つ
い
て
言

え
ば
、
会
津
藩
が
平
根
山
に
台
場
を

築
い
た
時
に
台
場
周
辺
に
自
分
た
ち

の
領
地
が
な
い
こ
と
は
不
便
で
あ
る

と
し
て
、
西
浦
賀
村
の
一
部
で
あ
る

吉
井
・
久
比
里
・
川
間
（
現
在
の
長

瀬
・
西
浦
賀
五
・
六
丁
目
辺
り
）
が

浦
賀
奉
行
所
の
管
轄
か
ら
外
れ
て
会

津
藩
の
領
地
と
な
っ
た
。
こ
の
時
こ

れ
ら
の
地
域
は
西
浦
賀
分
郷
と
し
て

独
立
し
た
一
つ
の
村
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
会
津
藩
の
任
務
が
解

か
れ
る
と
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六

年
）
に
分
郷
だ
っ
た
地
域
は
ま
た
西

浦
賀
村
に
戻
っ
た
。
嘉
永
五
年
（
一

八
五
二
年
）
六
月
に
三
浦
半
島
の
警

備
を
担
当
し
て
い
た
彦
根
藩
が
分
郷

だ
っ
た
地
域
を
領
地
と
し
た
た
め
に

再
度
西
浦
賀
分
郷
に
な
っ
た
。
こ
の

後
は
明
治
を
迎
え
る
ま
で
西
浦
賀
村

に
戻
る
こ
と
は
な
く
西
浦
賀
分
郷
の

ま
ま
だ
っ
た
よ
う
で
、
西
浦
賀
村
に

戻
る
の
は
明
治
元
年
（
一
八
六
八
年
）

九
月
、
東
西
の
浦
賀
村
が
合
併
し
浦

賀
村
と
な
る
二
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

ち
な
み
に
冒
頭
の
七
郎
兵
衛
が
金

を
拾
っ
た
の
は
彦
根
藩
分
郷
と
な
る

前
な
の
で
、「
西
浦
賀
吉
井
」
と
な
っ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
「
吉
井
」

を
含
め
た
分
郷
は
異
国
船
来
航
に
よ

っ
て
存
在
の
し
か
た
そ
の
も
の
が
変

化
し
た
地
域
と
言
え
る
。 

（
山
本 

慧
）  
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・『
新
編
相
模
風
土
記
稿
』
第
五
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山
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一
九
八
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・『
浦
賀
志
録
』
上
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加
茂
元
善
著 

 

横
須
賀
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二
〇
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九
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『
横
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賀
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考
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横
須
賀
文
化
協
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一
九
七
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横
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賀
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史
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近
世
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・
『
新
訂
臼
井
家
文
書
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第
二
巻
・
第
三
巻 

浦
賀
史
学
研
究
会
編 
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西
浦
賀
に
所
在
す
る
国
史
跡
東
京
湾
要
塞

跡
千
代
ヶ
崎
砲
台
跡
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。 

燈
明
堂
跡
に
向
か
う
途
中
の
右
手
の
坂
を

上
っ
た
突
き
当
り
に
、
明
治
時
代
の
陸
軍
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
砲
台
跡
が
往
時
の
姿
を

そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
（
令
和
七
年
）、
千
代
ヶ
崎
砲
台
は
建

設
一
三
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

起
工: 

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
年
）
一
二
月
六
日 

竣
工: 

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
年
）
二
月
五
日 

千
代
ヶ
崎
砲
台
は
完
成
後
、
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
年
）の
終
戦
ま
で
の
五
〇
年
間
、

陸
軍
の
砲
台
と
し
て
東
京
湾
の
守
り
に
つ
き

ま
し
た
。
戦
後
は
一
時
期
民
間
に
農
地
と
し

て
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
三
五
年

（
一
九
六
〇
年
）
に
海
上
自
衛
隊
の
千
代
ヶ

崎
送
信
所
が
設
置
さ
れ
一
般
の
立
ち
入
り
が

禁
じ
ら
れ
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

に
通
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
施
設
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
年
）

に
は
保
存
状
態
の
良
好
な
猿
島
砲
台
跡
と
合

わ
せ
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
横
須
賀
市
が
文
化
財
の
管
理
団
体
に
指

定
さ
れ
て
公
開
の
た
め
の
整
備
工
事
を
実
施

し
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
年
）
の
秋
か
ら

土
日
祝
日
の
み
の
一
般
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
建
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

「
千
代
ヶ
崎
砲
台
一
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
を

三
回
に
分
け
て
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

   

   

 

○
東
京
湾
要
塞
と
は 

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
古
来
外
国
か

ら
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
海
岸
線
の
防
衛
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
後
、
新
政

府
は
首
都
東
京
防
衛
の
た
め
に
三
浦
半
島
と

房
総
半
島
に
西
洋
式
の
沿
岸
砲
台
を
建
設
す

る
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。明
治
一
三
年（
一

八
八
〇
年
）
に
建
設
を
開
始
し
た
観
音
崎
第

一
砲
台
（
現
在
の
神
奈
川
県
立
観
音
崎
公
園

内
に
所
在
）
を
皮
切
り
に
、
終
戦
ま
で
に
三

二
の
砲
台
が
築
か
れ
、
こ
れ
ら
の
砲
台
群
に

よ
っ
て
守
備
す
る
要
地
を
所
在
地
の
名
前
を

取
っ
て
「
東
京
湾
要
塞
」
と
呼
び
ま
す
。 

〇
千
代
ヶ
崎
砲
台
の
構
造
と
役
割 

千
代
ヶ
崎
砲
台
は
、
東
京
湾
要
塞
を
構
成

す
る
砲
台
の
一
つ
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

標
高
約
六
五
ｍ
の
高
台
に
二
八

糎
せ
ん
ち

榴
弾
砲

り
ゅ
う
だ
ん
ほ
う

と
い
う
大
口
径
の
火
砲
が
六
門
据

え
付
け
ら
れ
、
先
に
建
設
さ
れ
た
観
音
崎
砲

台
群
の
側
防
と
浦
賀
湾
前
面
海
域
の
防
禦
を

任
務
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
背
面
側
の

久
里
浜
湾
か
ら
平
作
川
へ
の
上
陸
を
阻
止
す

る
た
め
に
小
口
径
の
火
砲
も
据
え
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。 

千
代
ヶ
崎
砲
台
が
建
設
さ
れ
た
明
治
時
代

中
頃
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
大
き
く

動
き
始
め
、
社
会
や
産
業
、
制
度
が
整
備
さ

れ
る
一
方
、
外
交
面
で
は
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ

っ
て
日
本
と
清
国
と
の
緊
張
が
高
ま
り
つ
つ

あ
り
、
戦
争
が
い
つ
起
き
る
の
か
と
い
う
時

勢
で
し
た
。
実
際
、
千
代
ヶ
崎
砲
台
の
建
設

中
に
日
清
戦
争
が
開
戦
し
（
明
治
二
七
年
七

月
～
二
八
年
四
月
）
、
大
砲
の
据
え
付
け
工

事
が
間
に
合
わ
ず
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九

四
年
）
八
月
に
榴
弾
砲
を
急
遽
四
門
だ
け
配

備
し
た
と
い
う
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建

設
工
事
は
、
陸
軍
の
工
兵
第
一
方
面
が
担
当

し
ま
し
た
。 

 

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課 
川
本
真
由
美
）   

 

                      

 

年
に
数
回
は
国
内
旅
行
に
行
く
旅
好
き

の
私
が
必
ず
行
う
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。 

そ
の
一
、
そ
の
土
地
の
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
！ 

当
た
り
前
の
事
と
思
い
ま
す
が…

。私
の

場
合
、
参
考
に
す
る
の
は
農
林
水
産
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
う
ち
の
郷
土
料
理
」
で
す
。

伝
承
地
域
、
歴
史
、
機
会
や
時
季
、
作
り
方

ま
で
掲
載
さ
れ
て
と
て
も
勉
強
に
な
る
の

で
、
旅
前
に
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ち
な

み
に
横
須
賀
市
の
も
の
も
掲
載
さ
れ
て
ま

す
の
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
す
る
本
が
あ

り
ま
す
。「
郷
土
み
や
げ
と
民
芸
品
」（
日
本

交
通
公
社
編
）
で
す
。
古
本
屋
で
見
つ
け
た

昭
和
四
五
年
発
行
の
本
で
、
掲
載
さ
れ
て
い

る
商
品
の
中
に
は
既
に
取
り
扱
っ
て
い
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
存
す
る
商
品
も

た
く
さ
ん
あ
り
、こ
の
令
和
の
現
在
ま
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
美
味
し
い
も
の
に
決
ま
っ

て
い
る
！
と
い
う
こ
と
で
よ
く
参
考
に
し
て

い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
私
の
旅
の
決
ま
り
事
が
あ
る
の

で
す
が
、
お
い
お
い
、
こ
の
笑
話
一
題
で
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
ふ
ゆ
て
ん
） 

 

 

千代ヶ崎砲台 

笑 話 一 題
 

 

千
代
ヶ
崎
砲
台
一
三
〇
年
の
あ
ゆ
み 

―

千
代
ヶ
崎
砲
台
の
概
要
と
建
設
の
背
景―

 

～千代ヶ崎砲台見学のご案内～ 

公開日：土日祝日 
時 間：9：30～16：30（3-９月） 

9：30～15：30(10-2 月) 
※入場は、閉場 30分前まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千代ヶ崎砲台跡

1 8 9 5

入場無料 

予約不要 


